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資料１



第１回 震災遺構検討会議の議題

（１）「震災遺構検討会議」の役割・スケジュール

（２）「震災遺構整備計画」の枠組み（案）

（３）大川小学校旧校舎の現況と震災遺構整備

等に関する各種情報

（４）震災遺構整備等に関する意見・意向
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意見の振り返り

・第１回「震災遺構検討会議」で出された意見を

整理・分類

・意見は、「整備する周辺施設」、「整備する

運営体制」に概ね集約された。

・その他、「整備をする際に考慮すること」、

「伝承・教育の方法」、「伝承・教育の内容」

などについて意見が出された。
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意見の分類

１．整備する周辺施設

２．整備する運営体制

３．整備をする際に考慮すべきこと

４．伝承・教育の方法

５．伝承・教育の内容
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整備する
周辺施設

慰霊碑、慰霊碑に隣接
されている像、建築物、
トイレ、周辺道路、駐車
場、周辺の公園化、こ
れらを整備する

大川小旧校舎は全保
存を前提に、周囲の視
察者の駐車場、導線、
校舎への立ち入り可否、
立ち入る場合に必要な
柵などの補強、案内看
板、慰霊碑の配置場所

等を整備する

慰霊碑

モニュメント

トイレ

周辺道路

慰霊碑の位置づ
けや設置場所を

決める

静かに供養をしたい
人のために、いつで
も静かに子供たちに
語りかけられる場所

に移転する

慰霊碑上でのガイ
ドを禁止する

本道から慰霊碑ま
で来る幹線には作
業関係者以外の乗
り入れを禁止する

バスが慰霊碑の
所に入らないよう
に整備をする

慰霊碑前で大声
での笑談を禁止
する立て看板を立

てる

モニュメントを作る

トイレは山側に設
置する

水道管理のしや
すい場所に移設

する

車やバスで大川
小学校に来た人
が、安全に県道を
渡れるようにする

水たまりにならな
いように整備する

１．整備する周辺施設
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バリケード

立て看板

（案内、禁止
要項）

管理棟の設
置

立ち入り禁止・危
険個所のバリケー

ドをつくる

敷地内禁煙

学校敷地内に管
理棟を設置する

避難経路、避難場
所

進入禁止エリア

１．整備する周辺施設

駐車場
誰でも分かる駐車
場の整備をする
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常駐者の配備

ガイドをできる管
理常駐者の配備

維持管理

発信方法

建物の安全性を
確保する

送られてきた物

防犯対策

建物内部の公開

管理常駐者を
配備し、常駐者は
遺族にする

ガイドも兼ねた
管理常駐者を
配備する

今後数十年間を
見据えた遺構の
維持管理計画を

立てる

市外の訪問者のために、
石巻市以外の他被災地
の施設や各場所の役割
を明確にし、「大川小」
「門脇小」「復興祈念公
園」など、それぞれの場
所について発信する

掃除

遺族による清掃、
ボランティアによる
草取り、ゴミ拾いは
今後も続けていく

他県の高校生や
大学生を、清掃ボ
ランティアとして受

け入れる

安全性は工事を
やる前に、いち早
く確保する

慰霊のために送ら
れてきたものが校
舎内で雨ざらしに
ならないように、風
雨の対策をする

不審者の侵入を
考慮した対策
をする

「小さな命の意味を考え
る会」の視察案内時のよ
うに、学びの効果を大きく
するために、校舎の2階

まで視察者が立ち入れる
ようにする

２．整備する運営体制

整備する
運営体制
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整備をする際に
考慮すべきこと

防災教育の場というのと、慰
霊・鎮魂の場というのを一緒に
議論してよいのか、なぜあそこ
に遺族の方がいかないのか、
根本から考え、配慮をする

外から来る人も大切かもし
れないが、中で辛い思いを
している人もいることを忘れ

ずに配慮する

亡くなった人に失礼である
ため、観光資源とは呼ばな

い

遺族会での慰霊は毎年行
う

遺族会としてここを使いた
いです、という時に使えるよ

うにする

他の人が来ているときに、
この場所に行ける遺族は少
ない、心理的に行けなく
なっている人がいることを

配慮する
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３．整備をする際に考慮すべきこと

遺族に配慮した
場所にする



伝承・教育の
方法

学校の周辺に集落があった
事が知ってもらう

子供たちが待機した場所や、
逃げた山について展示する

当事者ではなくても、伝承活
動をできるようにする

宮城県内の被災地の学校、
被災を受けていない学校も
実際に被災地へ行き、学校
教育による伝承をする

学校関係の語り部と、地元
の語り部の話す内容を統一

する

建物があるからそれが防災
になるというのは違うので、
伝承内容を精査する

伝承として、バトンを渡す子
供たちの声を聴く

地域で将来的にどういった伝
承活動をしていくのかを検討
する。今後、あの校舎をどの
ように残していくのか、どのよ
うな伝承をしていくのかという
のも、若い子たちの意見も聞
き、一緒に活動していく

8

４．伝承・教育の方法



伝承教育の内容
映像などでは大川小ばかりが映るの
が、海沿いの長面地区のことも考慮

する

多くの方が犠牲となった場所での伝承の主
体が遺族や地域の方である以上、津波や自
然、学校、教育委員会、行政、などへの「恨
み節」と共に語られる面があることは致し方
ないと感じる。当初は行政側としては受け入
れにくい「語り」があるかもしれないが、刻と
共に洗練されてゆくと思われるため、本検討
会議が終了した後も、遺構として残すべき目
的・手段等について、行政と担い手の間で対
話が保たれるような仕組みにしてゆく
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５．伝承・教育の内容


